
言屁

ぷ.364

i:‘;

l｡｡｡S. 痴い

　　　　　　　　　　　　　　一
iH

･

ぷ7゛

思いやり

ありがとう

　ォーフンして４年目を迎えた、北小林の特別養護

老人ホーム「しもつけ荘」で、６月24日゛たなばた

まつり､、の飾り付けが行われました。

　この日は、壬生高校ＪＲＣクラブのみなさんがお

手伝いに訪れ、お年寄たちは孫のような生徒との

ふれあいに目を輝かせて、楽しいひとときを過ごし

ました。

　同ホームではこのほか、納涼祭など多彩な催しを

実施しており、地域との交流にも積極的に取り組ま

れています。
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お年寄りの

　　幸せのために

弓ユ句,ユ

町の老人福祉サービス
◇問合せ先　福祉課社会福祉侭

　　　　　�82－1234内線113

　Ｗ　ミリ　　　　　ｗ●
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在
宅
で
、
ね
た
き
り
な
ど
の

お
年
寄
り
を
抱
え
て
い
る
ご
家

庭
に
、
ま
た
は
、
ひ
と
り
暮
ら

し
の
お
年
寄
り
の
方
に
、
現
在
、

町
な
ど
が
実
施
し
て
い
る
各
種

の
老
人
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

家
庭
奉
仕
員
の
派
遣

　
煮
1
:
や
心
身
の
障
害
の
た
め
に
、

日
常
生
活
を
営
む
こ
と
に
支
障
の
あ

る
老
人
や
心
身
・
身
体
障
害
児
者
の

い
る
家
庭
で
、
家
族
が
そ
の
方
の
介

護
を
行
え
な
い
よ
う
な
状
況
に
あ
る

場
合
に
派
遣
さ
れ
ま
す
。

痴
呆
性
老
人
及
び
ね
た

き
り
老
人
等
短
期
保
護

　
介
護
者
の
病
気
や
、
介
護
疲
れ
、

冠
婚
葬
祭
な
ど
の
た
め
、
一
時
的
に

家
庭
で
介
護
が
受
け
ら
れ
な
く
な
っ

た
、
お
お
む
ね
六
十
五
歳
以
上
の
老

人
を
、
一
週
間
程
度
お
世
話
し
ま
す

★
受
け
入
れ
施
設

●
痴
呆
性
老
人
　
　
特
別
養
護

●
ね
た
き
り
老
人

↑
老
人
ホ
ー
ム

●
虚
弱
老
人
－
－
養
護
老
人
ホ
ー
ム

★
保
護
要
件
と
費
用

デ
ィ
・
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　
）

　
お
お
む
ね
六
ナ
五
歳
以
上
で
、
在

完
の
病
弱
な
お
年
寄
り
の
た
め
に
、

町
で
は
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ピ

も
つ
け
荘
」
と
契
約
を
結
び
、
施
設

の
専
門
的
な
機
能
を
生
か
し
た
、
各

種
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

★
サ
ー
ビ
ス
の
内
容

　
入
浴
、
食
事
、
生
活
指
導
、
日
常

動
作
訓
練
、
送
迎
、
健
康
チ
ェ
ッ
ダ

家
族
介
護
教
皇

★
申
込
み
先
　
　
民
生
委
員

★
費
　
　
用
　
　
無
料
　
た
だ
し
、

　
　
食
事
サ
ー
ビ
ス
を
希
望
す
る

　
　
場
合
は
ニ
ハ
○
円
。

老
人
精
神
衛
生
相
談

　
老
人
の
痴
呆
に
つ
い
て
、
相
談

指
導
を
行
っ
て
い
ま
す

○
相
談
日
　
第
一
、
第
三
火
曜
日

　
　
　
　
　
午
後
一
時
上
二
時

○
場
　
所
　
栃
木
保
健
所

ね
た
き
り
老
人
・
家
庭

介
護
者
助
成
金
の
支
給

　
六
ケ
月
以
上
ね
た
き
り
の
状
態
に

あ
る
お
年
寄
り
を
、
家
庭
で
介
護
じ

て
い
る
方
に
、
身
体
的
あ
る
い
は
精

神
的
負
担
を
少
し
で
も
軽
減
し
て
も

ら
う
た
め
、
年
順
二
四
、
〇
〇
〇
円

を
支
給
し
ま
す
。

ね
た
き
り
老
人
年
末

扶
助
金
品
等
支
給

　
ね
た
き
り
老
人
に
対
し
、
毎
年
末

に
、
お
む
つ
カ
バ
ー
な
ど
の
用
品
を

支
給
し
ま
す
。

敬
老
金
及
び
特

別
敬
老
金
の
支
給

★
敬
老
金

●
七
ト
歳
以
上
～
七
十
五
歳
未
満

　
　
　
　
　
　
几
○
○
○
円

●
七
十
五
歳
以
上
　
六
、
〇
〇
〇
円

★
特
別
敬
老
金

●
九
十
五
歳
以
上
百
歳
未
満

　
　
　
　
　
　
瓦
○
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

●
百
歳
以
上
　
一
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

　
日
常
生
活
用
具

　
な
ど
の
給
付

　
ね
た
き
り
や
ひ
と
り
暮
ら
し
の
お

年
寄
り
の
日
常
生
活
が
、
便
利
に
な

る
よ
う
な
用
具
（
床
づ
れ
防
止
用
品

特
殊
寝
九
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
な

ど
）
を
支
給
又
は
貸
与
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
世
帯
の
所
得
に
よ
り
、

価
格
の
一
部
（
又
は
全
部
）
を
負
担

し
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
申
込
み
先
　
　
民
生
委
員

町
老
人
憩
い
の
家

無
　
料
　
利
　
用

　
　
　
　
）

　
町
内
在
住
の
六
十
歳
以
上
の
方
は

無
料
で
使
用
で
き
ま
す
。

○
東
雲
荘
　
　
雫
八
二
－
二
九
二
五

〇
富
士
見
荘
　
雫
八
二
－
○
九
六
九

　
（
清
掃
セ
ン
タ
ー
隣
接
）

●
休
館
日
　
毎
週
月
曜
、
年
末
年
始

　
（
１
２
月
２
９
日
～
翌
年
１
月
３
亘

●
利
用
時
間
　
午
前
九
時
三
〇
分

　
　
　
　
　
　
～
午
後
六
時
三
〇
分

寝
具
乾
燥

　
　
サ
ー
ビ
ス

ね
た
き
り
老
人

重
度
身
体
障
害

者
、
低
所
得
世
帯
二
人
暮
ら
し
老

人
な
ど
を
対
象
に
、
マ
ト
ン
・
マ
ッ

ト
レ
ス
・
毛
布
な
ど
を
「
乾
燥
、
殺

菌
、
脱
臭
す
る
サ
ー
ビ
ス
」
　
（
温
熱

処
理
に
よ
り
乾
燥
、
殺
菌
を
し
ま
す
）

を
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。
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ご存知ですか？

老人保健の医療制度
役場福祉課医療福祉係

　　　　�82づ234内線ﾔ14

☆問合せ先

nk　
老
人
保
健
に
よ
る
医
療
は
、
七
十

歳
（
障
宵
認
定
者
は
六
十
五
諏
）
の

誕
生
日
の
月
の
翌
月
か
ち
開
始
さ
れ

ま
す
。

　
た
び
し
、
誕
生
日
か
月
の
初
日
で

ﾄﾞ］

　
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
人
は
、

障
害
の
状
態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め

nk

?］

　
こ
の
老
人
保
健
は
、
役
場
の
福
祉

深
と
各
出
張
所
で
取
扱
っ
て
い
ま
す

　
七
十
歳
で
老
人
保
健
が
該
当
す
る

方
は
、
役
場
か
ら
通
知
し
ま
す
。

　
医
者
に
み
て
も
ら
う
た
め
に
は
、

医
療
機
関
の
窓
口
に
健
康
手
帳
（
受

岫
ド
副
□

　
外
来
で
医
者
に
か
か
る
堤
介
に
は
、

毎
月
一
つ
の
医
療
機
関
に
ハ
○
○
円

の
一
部
員
批
爆
を
、
そ
の
日
足
最
初

あ
る
場
合
は
、
そ
の
誕
生
日
の
月
か

ら
開
始
さ
れ
ま
す
。

　
つ
ま
り
、
誕
生
日
が
八
月
一
日
の

方
は
、
八
月
一
日
か
ら
開
始
さ
れ
、

八
月
十
日
で
あ
れ
ば
、
翌
月
の
九
月

一
日
か
ら
開
始
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

に
、
国
民
年
余
証
書
（
∵
二
言
、
身

体
障
害
者
手
帳
（
丁
子
三
級
及
び

四
緑
の
一
部
等
）
、
ま
た
は
、
医
師
の

診
断
書
と
保
険
証
を
添
え
て
、
役
場

福
祉
課
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

―
ヽ
―
’
―
ヽ
Ｉ
ヽ
―
ヽ
―
’
―
ヽ
―
ヽ
Ｉ
ヽ
―
ヽ
―
ヽ
―
ヽ
Ｉ
ヽ
―
ヽ
Ｉ
ゝ
―
ヽ
―
ゝ
Ｉ
・
１
ヽ
Ｉ
』
―

障
害
者
の
方
は
、
障
害
者
手
帳
の

交
付
申
請
の
と
き
に
老
人
保
健
の
手

続
き
も
併
せ
て
お
願
い
し
ま
す
。

　
手
続
き
に
は
、
健
康
保
険
証
、
印

か
ん
を
持
参
し
、
所
定
の
用
紙
に
記

入
し
て
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

給
考
証
が
あ
る
も
の
）
と
保
険
証
を

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
健
康
手
帳
は
、
受
け
渡
し
な
ど
を

キ
チ
ン
と
し
て
紛
失
の
な
い
よ
う
気

を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

の
診
爆
口
に
タ
ヘ
払
い
ま
す
。
総
合
病

院
で
は
、
各
診
療
サ
ー
と
に
一
ヶ
月

ハ
○
○
円
支
払
い
ま
す
。

　
入
院
の
場
今
は
、
一
日
四
〇
〇
円

の
一
部
八
州
分
を
、
入
院
期
回
申
支

払
い
ま
す
。
た
だ
し
、
土
た
る
生
活

維
持
者
が
往
民
枇
非
渫
拒
推
帯
の
題

齢
福
祉
年
金
受
給
昔
は
、
役
場
福
祉

課
で
申
請
す
る
と
ノ
言
月
間
、
一

目
三
〇
〇
円
を
支
払
う
だ
け
で
、
そ

の
後
は
無
料
に
な
り
ま
す
。

　
転
入
、
転
出
な
ど
の

［
手
続
き
も
忘
れ
ず
に

｜　」

老
人
保
健
受
袷
苔
で
転
入
、
転
出

に
し
た
と
き
な
ど
は
、
す
み
や
か
に

役
揚
窓
口
や
福
祉
課
、
各
出
張
所
に

届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　1¬
傷第

三
者
の
行
為
で

病
に
な
っ
た
と
き

二

　
自
動
車
事
故
で
ケ
ガ
を
し
た
場
介

な
ど
、
第
三
者
の
行
為
に
よ
っ
て
病

気
や
ケ
ガ
を
し
、
老
人
保
健
で
医
療

を
受
け
た
と
き
は
、
必
ず
役
場
福
祉

ま
た
は
加
大
淀
康
行
険
の
変
更
平
凡
　
　
諌
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　
生
活
上
の
悩
み
ご
と
は

　
　
　
　
　
民
生
委
員
に
相
談
く
だ
さ
い

　
厚
生
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
、
町
の

福
祉
向
ト
の
た
め
地
域
活
動
を
行
っ

て
い
る
民
生
要
員
が
、
本
町
ド
ヤ
ド

七
名
い
ま
す
。
ま
悦
児
童
委
員
と

福
祉
委
□
を
兼
務
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
民
半
片
只
の
主
な
仕
事
は
、
排
当

地
区
の
み
な
さ
ん
が
抱
え
て
い
る
生

活
ト
の
阿
し
み
や
悩
み
ご
と
に
対
し
、

銃
身
に
な
っ
て
相
談
や
助
言
な
ど
を

行
う
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら

の
こ
と
が
ら
に
つ
い
て
役
場
や
厚
門

福
他
機
関
と
連
絡
を
取
り
介
い
、
福

祉
に
関
す
る
情
報
の
提
供
を
通
し
て
、

だ
れ
で
も
明
る
い
社
会
生
活
が
送
れ

る
よ
う
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

①
生
活
保
護
な
ど
の
絹
江

②
七
人
に
つ
い
て
の
相
談

③
身
体
障
害
者
・
精
神
薄
弱
者
に
つ

　
い
て
の
相
談

④
は
子
家
庭
な
ど
に
っ
い
て
の
相
談

⑤
児
竜
に
関
す
る
相
談

　
な
お
、
六
月
一
日
付
で
、
七
塚
昭

巧
氏
（
田
向
、
上
行
、
血
行
、
今
代

�
八
二
－
ニ
○
八
〇
）
が
厚
生
大
出

か
ら
新
し
く
民
生
が
貝
に
喬
嘱
さ
れ

ま
し
勺
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一
保
険
者

　
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
の
淑
業

を
運
営
す
る
も
の
で
八
を
「
保
険

者
」
と
い
う
）
は
、
市
区
町
村
で
す
。

・
披
保
険
者

　
職
場
の
医
療
保
険
（
健
康
保
険
・
共

済
組
合
な
ど
の
一
般
的
に
「
社
会
保

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

わたしたちの

白指目疆こ院:
(82－1234内線108)※お問合せは保健課保険係

険
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
）
に
加
入
し

て
い
る
人
や
生
活
保
護
を
う
け
て
ぃ

る
入
以
外
は
、
す
べ
て
田
沢
健
康
保

険
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

加
入
者
を
「
披
保
険
者
」
と
言
い
ま
す
。

★
国
保
で
は
、
家
旅
一
人
ひ
と
り
が

そ
れ
ぞ
れ
披
保
険
者
で
す
が
、
加
入

の
届
け
出
は
世
帯
ご
と
に
世
帯
主
が

行
い
ま
す
。
保
険
机
も
…
匹
帯
上
が
納

め
ま
す
。
（
世
帯
生
か
他
の
保
険
加

入
者
の
場
合
で
も
、
家
族
に
国
保
加

入
者
が
ぃ
れ
ば
、
保
険
視
は
世
帯
主

が
納
め
ま
す
づ

　
こ
の
よ
う
な
世
帯
を
「
概
則
世
帯
」

こ
呂
ぃ
ま
す
。

国
保
給
付
の
い
ろ
い
ろ

■
療
養
給
付
費

　
病
気
や
ケ
ガ
を
し
た
時
、
披
保
険

者
証
に
よ
り
保
険
医
（
病
院
・
医
院
）

の
診
察
、
薬
剤
、
処
置
、
入
院
等
を

し
た
場
合
、
次
の
一
部
負
糾
合
の
支

払
い
だ
け
で
、
必
要
な
医
療
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

心

・
療
養
費

　
次
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
全
額
を

支
払
っ
た
あ
と
で
、
前
項
の
給
付
割

合
に
よ
り
保
険
者
負
担
分
（
相
当
今

額
）
の
払
い
戻
し
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

巾
輸
血
を
し
た
と
き
の
生
血
代
。

②
急
病
で
や
む
を
え
ず
非
保
険
医
に

　
か
か
っ
た
場
合
（
旅
行
先
な
ど
）
。

㈹
医
師
が
必
要
と
認
め
た
Ｊ
ル
セ
ッ

　
ト
な
ど
の
治
療
装
具
代
。

圃
あ
ん
ま
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
の
施

　
術
料
で
、
医
師
が
必
要
と
認
め
た

㈲
重
病
の
た
め
、
付
き
添
い
看
護
料

　
や
移
送
な
ど
に
か
か
る
費
用

㈲
骨
折
や
ね
ん
ぎ
で
、
柔
道
整
復
師

　
の
施
術
を
受
け
た
と
き
。

☆
柔
意
慾
復
師
の
施
術
料
の
保
険
者

負
担
分
は
、
直
接
、
保
険
者
で
あ
る

町
へ
請
求
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
そ
の
他
の
場
合
は
、
必
要
書
類
を

添
え
て
保
険
者
の
町
へ
請
求
し
て
く

だ
さ
い
。
（
必
要
書
類
な
ど
の
お
問
合

せ
は
、
役
場
保
健
課
保
険
係
こ

・
助
産
費

　
葬
祭
費
の
給
付

　
お
子
さ
ん
が
生
ま
れ
た
と
き
は
助

産
費
が
、
ま
た
、
披
保
険
者
が
死
亡

　
　
　
　
　
　
）

し
た
と
き
は
葬
儀
を
行
っ
た
人
に
、

葬
祭
費
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
給
付
金
鎖
は
、
市
町
村
に
よ
り
異

な
り
ま
す
。
本
町
で
は
四
月
一
日
か

ら
改
正
さ
れ
、
助
産
費
＝
1
3
万
円
（

牝
牡
詣
診
、
葬
祭
費
目
４
万
円
（

釣
針
回
診
を
給
付
し
て
い
ま
す
。

※
国
保
取
得
届
（
出
生
届
）
、
喪
失
届

　
　
（
死
亡
届
）
の
際
は
、
支
給
申
請

　
吉
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
支
給
は
口
座
振
込
み
で
す

の
で
、
金
融
機
関
な
ど
の
口
座
名
が

わ
か
る
も
の
（
預
金
通
帳
な
言
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

一
高
額
療
養
費

　
医
療
費
の
自
己
負
担
額
が
高
順
に

な
っ
た
場
合
は
、
家
計
の
負
担
を
少

し
で
も
軽
く
す
る
た
め
に
次
の
よ
う

な
支
給
を
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
健

康
保
険
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
よ

り
、
平
成
元
年
六
月
一
日
以
降
の
自

己
負
担
限
度
額
が
変
わ
り
ま
し
た
。

①
自
己
負
担

　
限
度
額

（
骸
詐
）

刄
月
一
日
以
降
）

　
五
七
、
且
つ
円

　
三
、
八
百
円

（
有
半
百
ま
で
）

　
典
四
回
円

　
言
、
回
こ
円

②
同
一
世
帯
で
診
療
月
以
前
１
２
ヶ
月

　
の
間
に
高
額
療
養
費
の
支
給
が
三

　
回
以
上
あ
っ
た
場
合
は
、
四
回
目

　
か
ら
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●
自
己
負
担

　
限
度
額

　
住
民
税
非

（
茫
大
帝
）

（
六
月
百
以
降
）

　
萱
、
こ
言
円

　
尹
、
二
言
円

こ
月
不
日
以
前
）

　
竺
こ
呂
円

　
几
〕
回
円

③
同
一
世
帯
で
同
一
月
内
に
三
万
円

　
　
往
民
税
非
課
税
世
帯
は
．
ニ
、
呂
こ

　
円
）
以
上
の
支
払
い
が
二
回
以
上

　
　
（
総
合
病
院
は
診
療
科
ご
と
に
Ｉ

　
件
と
し
て
計
算
す
る
）
の
支
払
い

　
が
生
じ
、
合
算
し
た
場
合

一
旦
負
担

　
限
度
額

（
鼎
談
）

（
六
月
百
以
降
）

　
五
七
言
言
円

　
言
ハ
言
円

（
有
司
日
以
降
）

　
品
、
〕
回
円

　
言
、
≒
乙
一
円

☆
以
上
の
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え

た
金
額
が
、
国
保
か
ら
支
給
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
手
続
き
は
、

療
養
取
扱
機
関
か
ら
保
険
者
で
あ
る

町
へ
診
療
報
酬
明
細
書
（
レ
セ
プ
上

が
送
付
さ
れ
て
く
る
の
が
、
ニ
ケ
月

に
記
載
さ
れ
た
必
要
書
類
を
持
参
の

う
え
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

』
国
保
と
老
人
医
療

　
七
十
歳
（
寝
μ
き
り
の
人
は
六
十

五
歳
）
以
上
の
老
人
医
療
費
は
、
一

部
負
担
金
を
除
い
て
す
べ
て
無
れ
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
費
用
は
、
次

の
図
の
よ
う
な
負
担
割
合
で
国
保
加

入
者
の
み
な
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ

い
た
保
険
税
か
ら
、
拠
出
金
と
し
て

出
て
い
ま
す
。

☆
お
歳
寄
り
の
一
部
負
粗

金
は
、
入
院
一
日
四
〇
〇

円
、
通
院
一
ケ
月
で
八
〇

〇
円
で
す
。
た
だ
し
、
住

民
税
非
課
税
世
帯
の
老
齢

福
祉
年
金
受
給
者
が
入
院

遅
れ
た
月
の
中
旬
ご
ろ
に
な
こ
そ
　
　
し
た
場
合
は
、
ニ
ケ
月
を

れ
か
ら
披
保
険
者
の
み
な
さ
ん
へ
申
　
　
限
度
と
し
て
一
日
三
〇
〇

請
の
通
知
を
し
ま
す
の
で
、
通
知
書
　
　
円
で
す
。

国
保
の
給
付
制
限

　　　●　●　●　●　●　　●　●き揚継仕健美歯妊経正

｀Jの続事康容列娠済常

　保療中診整矯中上な

　険養の断形正絶の妊

　が⌒ケ　　　　　理娠
　使以が　　　　　由｀

　え前　　　　　　に分

　るの　　　　　　よ娩

　と職　　　　　　ぞ

に医のケガ故麻が罪
従師病ン　意薬をを
わや気力　に中し犯
な保や｀　し毒たし
か険ケ泥　た　｀とて
つ者が酔　病自首病
だの　な　気殺　気
と指　ど　やな　や
き示　で　ケど　ケ

こんなとき給付が受けられます

医療費財源の内訳

県

５
％

国20％

国民健康保険

　（その他各種保険）　拠出金70％

・国保と交通事故

　
　
　
　
　
　
）

　
交
通
事
故
や
傷
害
事
件
な
ど
で
第

三
者
か
ら
傷
害
を
受
け
、
療
養
取
扱

機
関
な
ど
で
診
療
を
受
け
た
場
合
で

も
、
国
保
で
治
療
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
そ
の
場
合
、
警
察
に
届

け
る
と
同
時
に
国
保
の
保
険
者
で
あ

る
町
へ
、
届
け
出
（
第
三
者
行
為
に

よ
る
傷
病
届
）
を
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
こ
の
届
け
出
を
し
な
い
と
、

療
養
機
関
で
「
国
保
で
か
か
れ
ま
せ

ん
」
と
言
わ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

☆
交
通
事
故
な
ど
で
第
三
者
か
ら
傷

害
を
受
け
た
場
合
、
そ
の
医
療
費
は

被
害
者
に
過
失
が
な
い
か
ぎ
り
、
加

害
者
の
全
額
負
担
が
原
則
で
す
。
国

保
で
診
療
し
て
も
加
害
者
が
負
担
す

べ
き
医
療
費
は
、
国
保
が
一
時
立
て

替
え
て
支
払
う
こ
と
に
な
り
、
あ
と

で
被
保
険
者
に
か
わ
っ
て
加
害
者
に

請
求
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
従
っ
て
、
被
害
者
と
加
害
者
と
が

保
険
者
を
通
さ
ず
示
談
を
す
る
と
、

そ
の
示
談
の
内
容
に
よ
り
加
害
者
に

医
療
費
の
請
求
が
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。
必
ず
示
談
を
結
ぶ
前
に

国
保
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

盤言言

給療

　　養
付の

言言憐齢柴郷婆言言 京染櫛渠彰な輪紺粧言 回諌章秘加護詞昌

顕示
かかった費用の３割ま

たは２割を支払うだけ

で治るまで治療がうけ

られます

国保を取り扱って

いる医療機関へ保

険証を提示するこ

|と

高

額
療
養
費

呂回、比　回゛、宍回｀｀貼､ﾐ白白皿 病院の窓口で支払った

費用が、57,000円を超

えた場合、その超えた

分について払い戻しが

うけられます

被保険者が同一の

医療機関で同一月

にかかった費用に

対してであり、差

額べヽｿﾄﾞなど保険

給付の対象となら

ないものには適用

されない

　療

　養

　費

八
を　あ
受　と

け　か
ら　ら
れ　払
る　い
場　戻
合　し
心

研千千

審査のうえ、決定した

額の７割または８割に

ついて払い戻しがうけ

られます

事情をよく審査し

たうえで支給しま

す

ﾉﾉ

医者の指示があっ

た場合のみ事前に

国保の承認が必要

刀
医者の同意書が必

要

雪踏踏万万

海面のための生面扮
ﾉｿ ﾉｿ

国保の取り扱いをして

いる柔道整攬師で施術

を受けた場合には、医

療機関と同様に一部負

担金で施術が受けられ

ます

給そ
　の_

　他付の

助産費が支給されます

言順順順 葬祭費が支給されます

壬生町民憲章　１．思いやりに満ちた心であたたかい社会をつくります
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７月23日執行

参議院栃木県選出

　　議員選挙結果

栃木県選出議員の選挙投票結果

開
　
票
　
風
　
景

　
去
る
七
月
二
大
二
日
に
参
議
院
議

員
通
常
選
挙
が
行
わ
れ
、
本
町
で
も

午
前
七
時
の
時
報
と
と
も
に
、
一
元

の
投
票
所
で
一
斉
に
投
票
が
始
め
ら

れ
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
本
町
に
お
け
る
栃
木

県
選
出
議
員
選
挙
の
各
候
補
者
の
得

票
数
は
、
西
川
公
也
氏
が
四
、
二
Ｉ

○
票
、
上
野
雄
文
氏
が
六
、
五
四
回

票
、
亀
田
和
束
氏
が
七
五
九
票
、
岩

崎
純
三
氏
が
四
、
〇
五
〇
票
、
坂
本

散
義
氏
が
二
二
六
票
で
し
た
。

　
ま
た
、
投
票
者
数
は
男
ハ
、
一
六
八

入
、
女
七
、
九
七
三
大
の
計
一
万
六
、

昌
己
人
と
な
り
、
投
票
率
は
全
体

で
五
八
・
五
二
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

兼|

癖前端藤 千加藤谷 子和菓子

㈲薗 ⑩ 薗 朧㈲ ㈲ 言 薗
１ 壬生中央公民館 N47 2,436 4,783 1,5GI 1,530 3,031 6H5 6HI 63.37

２ 上新町公民館 832 894 1,726 537 539 1,076 64.54 60.29 62,34

３ 旭町公民館 523 512 1,塔 286 259 545 54,68 5H9 52,66

４ 藤井中央公民館 425 463 888 257 233 490 60.47 50､32 55,18

５ 壬生東小学校体育館 1,505 1､524 3,029 862 833リ95 57.28 54.66 55.96

６ 原坪公民館 368 375 743 252 215 467 68.48 57､33 62.85

フ 稲葉地区公民館 469 514 983 303 259 562 64.61 50.39 57.17

８ ゼツ石公民館 277 269 546 144 131 275509 48､70 50.37

９ 羽生田小学校体育館 425 449 874 235 208 443 55.29 46.33 5H9

10 鯉沼公民館 379 400 ﾌｱ9 183 169 352 48,28 42,25 45.19

11 北小林公民館 226 229 455 145 138 283 64,16 60.26 62.20

12 安塚小学校体育館 1.573 口73 3,246 1,007 1,014 2,021 64,02 60.61 62.26

13 上長田公民館 241 253 494 158 148 306 65,56 58.50 6U4

14 上田公民館 289 297 586 190 189 ･37965,74 63､64 64.68

15 助谷公民館 218 213 431 1431　124 267 65.60 58.22 61.95

16 中東公民館 243 233 476 151 137 288 62.14 5HO 6HO

17 おもちや践厚生健 1､211 帽69 2,380 693 665 1,358 57.23 5H9 57,06

18 独協Ξ科大学体育館
722 1,050 1,ｱﾌ2 431 497 928 59.70 47.33 52.37

19 六　美　会　館 1,164 リ92 2,356 690 685 □75 59.28 57.47 58.36

膳 賜 脱膳 膳 朧 朧

W

五
十
年
後
に
開
け
る

　
「
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
」
を
展
示

　
町
制
施
行
百
周
年
の
各
往
記
念
事

業
を
実
施
し
て
い
る
町
で
は
、
十
一

月
三
日
の
記
念
式
典
で
埋
設
す
る
「
タ

イ
ム
カ
プ
セ
ル
」
を
役
場
住
民
譚
前

の
町
民
ホ
ー
ル
に
展
示
し
ま
し
た
。

　
こ
の
カ
プ
セ
ル
は
、
強
化
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
で
直
径
が
約
八
十
ｍ
、
内

容
量
は
二
百
五
十
八
色
は
シ
ル
バ

ー
と
な
っ
て
い
ま
す
。
カ
プ
セ
ル
の

中
に
は
、
町
の
現
在
の
す
が
た
を
記

録
し
た
も
の
を
納
め
、
式
典
当
日
城

址
公
園
に
埋
設
、
五
十
年
後
の
十
一

月
三
日
に
開
封
し
よ
う
と
記
念
事
業

実
行
委
員
会
で
選
定
作
業
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

県
議
会
土
木
委
員
会
が
視
察

　
県
議
会
土
木
委
員
会
（
石
島
保
男

委
員
長
）
が
、
七
月
十
三
日
、
本
町

を
訪
れ
、
県
道
上
田
・
壬
生
線
の
現

状
を
調
査
し
ま
し
た
。

　
こ
の
道
路
は
、
本
町
と
鹿
沼
市
を

結
ぶ
路
線
で
あ
り
、
特
に
朝
夕
の
通

W

勤
時
に
は
通
過
車
両
が
増
加
す
る
う

え
、
幅
員
が
狭
く
カ
ー
ブ
も
多
い
た

め
、
見
遣
し
が
き
か
な
い
な
ど
危
険

な
状
況
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

改
良
工
事
の
早
期
着
工
を
町
で
要
望

し
て
い
た
も
の
で
す
。

　
今
回
の
調
査
に
は
、
檜
井
町
長
や

町
執
行
部
と
、
染
島
町
議
会
議
長
ら

町
議
会
代
表
が
同
席
し
、
藤
井
橋
の

架
け
替
え
、
壬
生
バ
イ
パ
ス
等
の
整

備
促
進
等
に
つ
い
て
も
要
望
い
た
し

ま
し
た
。

１．働くことによろこびをもち豊かな生活をきずきます壬生町民憲章
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町制施行100周年記念

ＮＨＫうつのみや

｢ＦＭ歌謡ホール｣

－10月27日噛)公開録画－

◇
と
　
き
　
十
月
二
十
七
日
（
金
）

　
　
　
　
　
午
後
五
時
三
十
分
開
演

◇
と
こ
ろ
　
壬
生
中
央
公
民
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
ホ
ー
ル

◇
ゲ
ス
ト
　
水
前
寺
清
子

　
　
　
　
　
尾
形
　
大
作

　
　
　
　
　
伊
織
　
柚
未

回回jの

回ロ今回

◇
観
覧
希
望
の
方
叉
場
無
れ
）
は
、

　
往
復
ハ
ガ
キ
（
一
枚
一
名
）
に
、

　
住
所
、
氏
名
、
年
齢
を
書
い
て
、

　
下
記
へ
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
〒
三
二
〇

　
宇
都
宮
市
中
央
ご
不
一
－
ニ

　
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
宇
都
宮
放
送
局

　
　
「
う
っ
の
み
や
Ｆ
Ｍ
歌
謡
ホ
ー
ル
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
開
係

◇
締
切
り
　
十
月
十
四
日
呈
）
必
着

　
　
（
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

Ｆ
Ｍ
歌
謡
ホ
ー
ル
勝
ち
抜
き

カ
ラ
オ
ケ
大
会
の
出
場
者
募
集
／
・

　
番
組
で
は
、
勝
ち
抜
き
カ
ラ
オ
ケ

大
会
に
出
場
す
る
方
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　
出
場
希
望
者
は
、
お
好
き
な
曲
を

カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
に
一
曲
録
音
し
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電
話

番
号
を
書
い
て
、
十
月
五
日
呆
呈

で
に
右
記
「
Ｆ
Ｍ
歌
謡
ホ
ー
ル
カ
ラ

オ
ケ
出
場
係
」
あ
て
に
お
送
り
く
だ

さ
い
。

第
三
回
企
画
展

「
し
も
つ
け
の
は
に
わ
人
た
ち
」

1
0
月
８
［
n
l
‘
~
:
z
a
x
:
!
S
9
[
I
:
l

i
i
＠

真
岡
市
鶏
塚
古
墳
出
土
（
東
京
国
立
博
物
館
倣
）

　
テ
ー
プ
審
査
を
通
過
さ
れ
た
方
は
、

十
月
十
五
日
盲
）
、
壬
生
中
央
公
民

館
に
お
い
て
予
選
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
応
募
資
格
は
、
満
十
五
歳
以
上
半

学
生
を
除
く
）
の
方
に
限
り
ま
す
。

◇
問
合
せ
先

　
壬
生
中
央
公
民
館
�
闘
０
１
０
８

●
Ｎ
Ｈ
Ｋ
宇
都
宮
放
送
局

　
　
　
　
�
０
２
８
６
�
ｇ
１
６
Ｒ
）

／
r
r
&
s
g

z
&
s
g

z
ｒ
I
I
l
a
l
.
l
i
l
l
a
.
i
l

.
a
.
i
l
‐
I
J
&
.
.
I
I
‐
.
.
a
.
‐
I
I
‐
1
1
.
.
d
l
.
.
‐
i
l
‐
1
.
1
1
.
.
‐
l
j
l
l
‐
a
.
.
‐
l
d
l
l
‐
J

こ
の
慄
は
真
岡
市
鶏
塚
古
墳
出
土

の
子
守
り
す
る
女
子
で
す
。
頭
上
に

小
形
な
壷
を
の
せ
、
背
中
に
負
う
幼

児
を
気
遣
う
か
の
よ
う
に
右
腕
を
後

ろ
に
回
す
個
性
的
な
ポ
ー
ズ
の
埴
輪

で
す
。
幼
児
は
顔
を
横
に
向
け
、
頬

を
背
中
に
つ
け
て
安
眠
し
て
い
る
よ

う
な
表
情
が
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

女
子
の
目
が
独
特
で
、
ち
ょ
う
ど
子

守
歌
を
歌
っ
て
い
る
か
の
よ
う
で
す

　
本
企
画
展
に
来
館
さ
れ
、
ご
ゆ
っ

く
り
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

図移動図書館車の

　　　愛称決まる./

剔り

ＢＭ

ゆうがお・みぶ
〔ＢＭ（フツクス・モービル）＝移動図書車〕

　
広
報
み
ぶ
お
し
ら
せ
版
（
７
／
８

竺
で
お
願
い
し
ま
し
た
、
移
動
図

書
鉱
車
の
愛
称
募
集
に
は
、
た
く
さ

ん
の
ご
応
募
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ぎ
い
ま
し
た
。

　
去
る
７
月
２
６
日
に
聞
か
れ
た
、
図

書
館
協
議
会
に
て
、
皆
さ
ん
か
ら
の

応
募
作
を
も
と
に
討
議
し
ま
し
た
と

こ
ろ
、
全
員
一
致
で
冒
頭
の
名
前
に

決
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
の
愛
称
の
生
み
の
親
は
、
通
町

の
高
田
知
巳
さ
ん
で
す
。
こ
の
名
前

で
応
募
し
た
理
由
は
、
町
の
花
で
あ

る
こ
と
、
ゆ
う
が
お
の
実
を
も
と
に

作
ら
れ
る
の
が
干
瓢
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
細
く
長
く
将
来
に
わ
た
っ
て
読

書
を
楽
し
み
、
知
識
の
実
を
ふ
く
ら

ま
せ
て
欲
し
い
、
と
の
意
味
が
こ
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
愛
称
募
集
に
は
、
１
７
人
の

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
う
ち

最
も
多
か
っ
た
の
が
「
ゆ
う
が
お
」

に
ち
な
む
も
の
で
４
人
。
つ
い
で
。

　
「
ひ
ば
り
」
の
２
人
で
す
。
ど
ち
ら

も
壬
生
町
の
花
と
鳥
の
名
前
で
す
。

　
協
議
会
で
も
、
こ
の
二
つ
に
し
ば

ら
れ
ま
し
た
が
、
「
ひ
ば
り
」
の
方
は
、

は
、
全
国
で
も
使
用
例
が
多
く
見
ら

れ
る
上
に
、
県
内
で
も
真
岡
市
立
図

書
館
で
使
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

応
募
も
多
か
っ
た
「
ゆ
う
が
お
」
に

ち
な
む
も
の
に
決
ま
り
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
か
ら
の
応
募
を
も
と
に
し

た
「
ゆ
う
が
お
・
み
古
。
こ
の
秋
に

は
巡
回
を
始
め
る
予
定
で
す
が
、
何

か
要
望
等
あ
り
ま
し
た
ら
、
図
書
館

ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
○
移
動
図
書
館

○
安
　
　
塚
　
　
安
塚
小
校
庭

・
８
月
3
0
日
用
　
午
後
２
時
半
か
ら

　
　
（
次
は
、
９
月
２
０
日
用
で
す
）

※
な
お
、
1
0
月
以
降
の
巡
回
予
定
は

決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

１．きまりを守り互いに信じあう明るい町をつくります壬生町民憲章
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無料で物を配って

催眠状態に(ＳＦ商法)

瓦
家
庭
雑
貨
品
を
無
料
で
差
し
上

げ
ま
す
と
い
う
チ
ラ
シ
が
郵
便
受
け

に
入
っ
て
い
た
の
で
出
か
け
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
男
の
人
が
次
々
と
品
物

を
取
り
出
し
、
集
ま
っ
た
人
に
手
を

挙
げ
さ
せ
て
渡
し
て
い
ま
し
た
。
わ

た
し
も
同
じ
よ
う
に
品
物
を
も
ら
い

最
後
に
羽
毛
ふ
と
ん
、
磁
気
マ
ッ
ト

を
買
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
後
で
よ
く
考
え
る
と
、
不
要
な

品
物
で
あ
る
う
え
、
高
額
な
の
で
困

っ
て
い
ま
す
。
（
五
ト
六
識
主
婦
）

圓
こ
れ
は
、
主
と
し
て
お
年
寄
り

を
狙
っ
た
Ｓ
Ｆ
（
催
眠
）
商
法
と
呼

ば
れ
る
悪
徳
商
法
で
す
。

　
典
型
的
な
方
法
は
、
ま
ず
、
日
用

雑
貨
品
を
「
無
料
で
進
呈
」
あ
る
い

は
「
格
安
で
販
売
」
な
ど
と
書
い
た

チ
ラ
シ
を
配
っ
て
人
を
集
め
ま
す
。

　
会
場
で
は
、
け
じ
め
の
う
ち
は
チ

ラ
シ
ど
お
り
に
、
矢
継
ぎ
早
に
品
物

を
出
し
、
手
を
挙
げ
さ
せ
て
は
タ
ダ

で
（
あ
る
い
は
格
安
で
）
客
に
渡
し

て
い
き
ま
す
。
こ
れ
を
何
度
か
繰
り

返
し
て
、
客
に
「
タ
ダ
」
、
「
安
い
」

と
い
う
観
念
を
十
分
に
植
え
つ
け
た

状
態
、
つ
ま
り
催
眠
状
態
に
し
た
と

こ
ろ
で
、
羽
毛
ふ
と
ん
、
磁
気
マ
ッ

老
齢
福
祉
年
金
な
ど
を

　
　
　
　
受
け
て
い
る
方
へ

　
こ
ん
な
と
き
に
は
「
届
け
出
」
を
／

　
老
齢
福
祉
年
金
や
昭
和
六
十
一
年

四
月
に
福
祉
年
金
か
ら
移
行
し
た
障

害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
は
、

そ
の
金
額
が
国
の
負
担
で
ま
か
な
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
他
の
公
的
年
金
（
厚

生
年
金
保
険
・
共
済
組
合
等
）
を
受

ト
な
ど
本
命
の
高
頬
商
品
を
売
り
つ

け
る
の
で
す
。

　
町
内
で
も
こ
の
種
の
商
法
で
被
害

に
あ
っ
て
い
ま
す
。
つ
い
つ
い
、
周

り
の
雰
囲
気
に
つ
ら
れ
て
、
手
を
挙

げ
て
買
う
意
志
表
示
を
し
、
半
ば
強

制
的
に
契
約
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
っ
た

と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　
後
で
す
ぐ
解
約
し
よ
う
と
恩
っ
た

ら
、
契
約
時
に
渡
さ
れ
た
書
面
が
訪

問
販
売
法
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
れ

ば
、
契
約
を
し
た
日
を
含
め
八
日
間

以
内
な
ら
、
ク
Ｊ
リ
ン
ダ
・
オ
フ
（
解

約
）
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
そ
う
し
た
契
約
書
面
が
な

い
と
き
は
、
そ
の
こ
と
自
体
が
法
律

違
反
で
す
の
で
、
県
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
�
○
二
八
六
（
三
四
二
言
ハ
ー

ま
た
は
役
場
商
工
観
光
課
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
に
は
、

福
祉
年
金
・
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族

基
礎
年
金
の
一
部
、
あ
る
い
は
全
額

が
支
給
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
他
の
公
的
年
金
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
に
は
、

住
所
地
の
市
町
村
役
場
へ
公
的
年
金

証
書
の
写
し
な
ど
を
添
え
て
「
支
給

停
止
関
係
届
」
等
を
提
出
し
な
け
れ

身近拍緋)/

戸ろ/いβ/⑨

生命保険

　と税

　
〈
生
命
保
険
料
を
支
払
っ
た
場
合
〉

　
納
税
者
本
人
や
家
族
を
受
取
人
と

す
る
生
命
保
険
な
ど
の
保
険
料
や
掛

金
を
支
払
っ
た
場
合
は
、
そ
の
年
中

の
支
払
い
順
に
応
じ
て
一
定
額
（
最

高
五
万
五
千
円
）
が
「
生
命
保
険
料

控
除
」
と
し
て
、
そ
の
年
の
所
得
全

額
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
年
末
調
整
で
、

事
業
所
得
者
な
ど
は
確
定
申
告
で
控

除
を
受
け
ま
す
。

　
〈
生
命
保
険
金
を
受
取
っ
た
場
合
〉

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
も
し
、
こ
の
「
届
け
出
」
を
し
な

い
で
い
る
と
、
福
祉
年
金
な
ど
が
過

払
い
と
な
り
、
受
け
取
ら
れ
た
年
金

を
返
納
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
他

の
公
的
年
金
を
受
け
た
方
は
、
す
み

や
か
に
「
届
け
出
」
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
く
わ
し
く
は
、
住
民
課
国
民
年
金

係
（
�
竺
－
三
一
四
内
線
一
一
九
）
　
へ
。

二
期
保
険
金
を

一
時
に
受
取
っ
た
場

T］

イ
、
保
険
れ
を
負
担
し
て
い
た
人
が

　
　
保
険
金
受
取
人
の
と
き

　
保
険
金
か
ら
負
担
し
た
保
険
料
を

控
除
し
た
金
額
が
、
｝
時
所
得
と
し

て
所
得
税
の
課
税
割
栗
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
一
時
払
養
老
保
険
や
一
時

払
損
害
保
険
の
差
益
（
保
険
期
間
が

五
年
以
下
、
ま
た
は
五
年
以
内
に
解

約
さ
れ
た
も
の
）
は
、
二
〇
％
の
源

泉
徴
収
に
よ
る
分
離
課
税
と
な
り
ま

す
。

ロ
、
保
険
料
を
負
担
し
て
い
た
人

　
　
が
保
険
金
受
取
人
以
外
の
と
き

　
受
取
人
に
贈
与
税
が
か
か
り
ま
す
。

亡
保
険
金
を
ー
－

一
時
に
受
取
っ
た
場

０

イ
、
保
険
料
を
負
担
し
て
い
た

　
　
人
が
死
亡
し
た
と
き

　
受
取
人
に
相
続
税
が
か
か
り
ま
す
。

口
、
保
険
料
を
負
担
し
て
い
た
人
が

　
　
保
険
金
受
取
人
の
と
き

　
保
険
金
か
ら
負
担
し
た
保
険
料
を

控
除
し
た
金
額
が
、
一
時
所
得
と
し

て
所
得
税
の
課
税
対
象
と
な
り
ま
す
。

ノＸ

　
イ
、
四
以
外
の
と
き

受
取
人
に
贈
与
税
が
か
か
り
ま
す
。

※
各
種
特
約
に
基
づ
く
給
行
金
を
受

取
っ
た
場
合
は
、
非
課
税
と
な
り
所

得
税
も
贈
与
税
も
か
か
り
ま
せ
ん
。
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八坂祭賑わう（7/7~16日）

ヽ一

食事と健康④　¬
噛・

む
」
こ
と
に
つ
い
て

　
昔
に
比
べ
食
品
加
工
技
術
が
進
歩

し
た
た
め
で
し
ょ
う
か
、
私
た
ち
は

軟
ら
か
い
食
べ
物
を
多
く
と
る
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
本
来
、
固
い

食
べ
物
は
奥
歯
で
噛
む
の
が
普
通
な

の
で
す
が
、
最
近
の
子
供
た
ち
は
前

ま
だ
ま
だ
現
役
で
す

社
会
福
祉
協
議
会
の

老
人
生
き
が
い
講
座

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
お
年
　
　
主
ク
ラ
ブ
と
し
て
活
動
中
で
す
。

寄
り
の
文
化
教
養
の
向
上
と
生
き
が

い
あ
る
老
後
の
社
会
参
加
を
図
る
目

的
で
、
書
道
、
墨
絵
、
日
光
彫
や
、

盆
栽
、
社
交
ダ
ン
ス
を
本
年
五
月
よ

り
開
催
し
て
い
ま
す
。
陶
芸
ク
ラ
ブ

木
目
込
み
人
形
作
り
ク
ラ
ブ
は
、
自

　
受
講
者
は
、
こ
れ
か
ら
ま
だ
ま
だ

い
ろ
ん
な
こ
と
を
勉
強
し
た
い
と
張

り
切
っ
て
お
り
、
各
講
座
と
も
新
し

い
作
品
づ
く
り
に
Ｉ
生
け
ん
め
い
、

そ
し
て
、
楽
し
く
学
ん
で
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
）

歯
で
噴
も
う
と
す
る
そ
う
で
す
。
そ

れ
く
ら
い
固
い
食
品
に
出
会
っ
て
い

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　
今
、
「
噛
む
」
こ
と
の
必
要
性
が

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
先
日
、
テ
レ
ビ
番
組
で
、
固
形
食

と
粉
末
食
を
別
々
に
与
え
た
マ
ウ
ス

と
で
は
、
学
習
能
力
に
差
が
出
て
く

る
と
い
う
実
験
を
紹
介
し
て
い
ま
し

た
。
固
形
食
を
「
噛
む
」
と
い
う
刺

激
が
脳
の
発
達
を
促
し
、
マ
ウ
ス
の

学
習
能
力
を
ア
ッ
プ
さ
せ
た
の
で
す
。

　
ま
た
、
「
喘
む
」
こ
と
で
あ
ご
が
発

達
し
、
歯
並
び
が
よ
く
な
り
、
む
し

歯
に
な
り
に
く
い
健
康
な
歯
が
つ
く

ら
れ
ま
す
。
健
康
な
歯
は
、
食
物
を

よ
く
か
み
く
だ
い
て
栄
養
分
の
吸
収

を
助
け
、
健
康
な
体
を
つ
く
り
ま
す
。

　
私
た
ち
が
頑
張
っ
て
何
か
を
し
よ

う
と
い
う
時
に
、
「
歯
を
く
い
し
ば

っ
て
／
・
」
と
よ
く
い
い
ま
す
が
、
歯

並
び
が
悪
か
っ
た
り
、
む
し
歯
や
歯

肉
炎
で
は
、
く
い
し
ば
る
こ
と
も
で

き
ま
せ
ん
。
回
生
自
分
の
歯
で
／
・
と

い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
か
が
げ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
ほ
ど
、
あ
た
り
ま
え
の

こ
と
が
難
し
い
」
と
、
あ
る
歯
科
の

お
医
者
さ
ん
は
嘆
い
て
い
ま
し
た
。

　
も
ち
ろ
ん
、
歯
が
悪
く
な
る
の
は

歯
ご
た
え
の
あ
る
も
の
を
食
べ
な
く

な
っ
た
か
ら
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
大
き
な
原
因
の
一
つ
で
す
。
私

た
ち
は
、
も
っ
と
「
噛
む
」
こ
と
の

大
切
さ
を
認
識
し
て
、
食
生
活
を
見

つ
め
直
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
ね
。
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第
七
回
青
少
年
健
全
育
成

町
民
総
決
起
大
会
開
か
る

半
田
百
合
子
先
生
が
講
農

　
次
代
を
担
う
青
少
年
が
、
心
身
と

も
に
健
や
か
に
成
長
す
る
こ
と
を
願

い
、
第
七
回
青
少
年
健
全
育
成
町
民

総
決
起
大
会
が
七
月
一
日
、
千
生
中

央
公
民
館
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
年
々
、
青
少
年
の

健
全
な
育
成
を
阻
害
す
る
要
因
が
増

大
し
っ
っ
あ
る
こ
と
に
対
処
す
る
た

め
、
関
係
機
関
団
体
が
積
極
的
に
力

を
合
わ
せ
、
家
庭
・
学
校
・
職
場
・

地
域
で
、
す
べ
て
の
町
民
が
千
を
た

ず
さ
え
、
『
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
』
と
『
青
少
年
を
非
行
か
ら
ま
も

る
強
調
月
問
』
の
趣
旨
に
沿
っ
た
活

動
を
展
開
す
る
契
機
に
し
よ
う
と
い

う
も
の
で
す
。

　
こ
の
日
は
、
落
介
　
功
大
会
委
員

長
を
は
じ
め
、
関
係
機
関
団
体
代
表

の
楠
井
町
長
及
び
来
賓
の
中
村
栃
木

警
察
署
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
壬

生
尚
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
の
小
林
優
子
さ

ん
が
、
四
項
目
か
ら
或
る
大
会
宣
言

を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
特
別
講
演
で
は
、
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
金

メ
ダ
リ
ス
ト
、
半
田
百
合
子
氏
か
ら
、

　
『
バ
レ
ー
に
晴
け
た
青
春
の
思
い
出

と
教
訓
』
と
題
し
て
の
お
話
が
あ
り

ま
し
た
。

活
躍
し
て
い
ま
す

　
　
人
権
擁
護
委
員

　
み
な
さ
ん
の
基
本
的
人
権
が
侵
犯

さ
れ
な
い
よ
う
監
視
し
、
侵
犯
あ
る

と
き
は
そ
の
救
済
の
た
め
適
切
な
処

置
を
す
る
と
と
も
に
、
自
由
と
正
義

人
権
擁
護
委
員
に

　
な
ら
れ
た
栗
原
林
蔵
氏

-

と
平
和
な
社
会
を
つ
く
る
た
め
、
自

由
人
権
思
想
の
普
及
高
揚
に
努
め
て

い
る
の
が
、
人
権
擁
護
委
員
の
方
々

で
す
。

　
こ
の
人
権
擁
護
青
貝
に
七
月
一
日

付
け
で
栗
原
林
蔵
氏
（
六
ト
国
政
）
が
、

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
人
権
擁
護
講
習
会
が
丁
八

月
Ｉ
二
日
市
犬
飼
中
学
校
で
（
講
師

青
木
俊
男
委
員
）
、
七
月
五
日
壬
生
中

学
佼
（
講
師
、
田
辺
武
委
員
）
言
付

わ
れ
ま
し
た
。水に親しむ(親子水泳教室)

　　「親子水泳教室」か７月21日から24日まで、睦小のプ

ールで開催、15組の親子が水に親しみました。

　同教室は、小学生とその親たちが、スキンシップの遊

びを通して水になれてもらおうと毎年開催しています。

講師には町体協水泳部にお願いＬ、最終日の24日には、

全員か13mを泳げるようになりました。

壬生東クラブ

　　堂々の優勝

心

　
第
二
十
回
県
下
学
童
少
年
野
球
人

会
壬
生
地
区
予
選
が
、
町
総
合
運
動

場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
七
月
ニ
ト
二
日
、
準
々
決
勝
に
進

出
し
た
四
校
（
壬
生
レ
ッ
ド
、
壬
生

東
ク
、
羽
生
田
ク
、
稲
葉
ク
）
は
、

県
大
会
出
場
（
三
チ
ー
ム
）
を
か
け

て
熱
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

　
大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
優
　
勝
　
　
壬
生
束
ク
ラ
ブ

　
準
優
勝
　
　
壬
生
レ
ッ
ド

　
三
　
位
　
　
羽
生
田
ク
ラ
ブ
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水
の
申
し
子
速
さ
を
競
う

　
七
月
十
二
日
、
ふ
れ
あ
い
プ
ー
ル

で
壬
生
町
学
位
体
育
連
盟
主
催
の
小

学
校
水
泳
記
録
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
こ
の
記
縁
合
の
上
使
者
は

七
月
三
十
一
日
の
郡
大
会
（
於
、
野

本
町
）
と
八
月
二
十
七
日
に
行
わ
れ

る
県
民
ス
ポ
ー
ツ
中
央
大
会
に
出
場

し
ま
す
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
記
録
会
成
績
二
使
の
み
、
敬
称
略
）

男
子
の
部

ｏ
回
自
山
形
（
六
年
）
吉
田
信
太
郎
賄

○
　
　
μ
　
　
翌
年
）
田
原
俊
明
㈲

ｏ
５
０
ｍ
平
泳
丈
六
年
）
古
田
信
太
郎
賄

ｏ
　
　
μ
　
　
元
年
言
地
直
樹
賄

ｏ
５
０
ｍ
背
泳
ぎ
　
　
小
林
　
和
人
㈲

ｏ
５
０
ｍ
バ
タ
了
フ
イ
　
七
井
半
天
陶

さあ　スタート／

〇
二
百
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
睦
　
小

○
二
百
ｍ
リ
レ
ー
　
　
　
　
睦
　
小

ｏ
２
５
ｍ
自
由
型
　
　
松
本
　
専
行
㈹

ｏ
2
5
ｍ
平
泳
ぎ
　
　
本
村
　
竺
安

女
子
の
部

Ｏ
5
0
ｍ
自
由
形
（
六
年
）
鈴
木
香
代
子
㈲

○
　
　
μ
　
　
百
年
玉
川
裕
子
㈹

ｏ
5
0
ｍ
平
泳
置
六
年
示
森
　
純
子
㈲

○
　
　
μ
　
　
翌
年
）
粂
川
裕
子
㈹

ｏ
５
０
恐
目
泳
ぎ
　
　
ｍ
口
　
晴
子
陶

ｏ
５
０
員
タ
フ
ラ
イ
　
田
口
　
晴
子
陶

ｏ
二
百
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
　
安
塚
小

ｏ
二
百
ｍ
リ
レ
ー
　
　
　
　
　
安
塚
小

ｏ
２
５
ｍ
自
由
形
　
　
　
西
島
恵
里
子
尚

ｏ
２
５
ｍ
平
泳
ぎ
　
　
　
大
粟
由
利
子
㈲

「
町
民
の
ひ
ろ
ば
」
は
み
ん
な
で
作
る
ペ
ー
ジ
で
す
。
身
近
な
ニ
ュ
ー
ス
や
で
き
ご
と
を
紹
介

し
ま
す
の
で
、
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
お
気
軽
に
町
民
室
（
（
一
匹
二
二
三
四
内
線
一
二
五
）

ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

み
ん
な
で
影
絵
を
楽
し
む

　
七
月
二
十
二
日
、
町
児
童
館
で
劇
団
「
角
笛
」
に
よ
る
影

絵
劇
が
行
わ
れ
、
五
十
名
近
い
児
童
や
お
母
さ
ん
が
参
加
し

て
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
童
謡
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
「
つ
の
ぶ
え
の
う
た
」
や
「
小
さ
な

青
い
機
関
車
」
の
カ
ラ
フ
ル
な
シ
ル
エ
ッ
ト
と
音
楽
を
楽
し

ん
だ
あ
と
、
自
童
自
作
の
影
絵
人
形
を
写
す
コ
ー
ナ
ー
も
あ

り
、
子
供
た
ち
の
情
操
教
育
に
大
い
に
役
立
ち
ま
し
た
。

ギ
タ
ー
の
演
奏
に

お
年
寄
り
も
口
ず
さ
む

　
し
月
十
二
日
、
し
も
つ
け
荘
で
お
年
寄
り
全
員
に
よ
る

「
野
外
夕
食
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
国
谷
の
山

野
茂
さ
ん
慰
問
に
よ
る
「
ギ
タ
ー
演
奏
」
も
あ
り
、
会
場

の
お
年
寄
り
は
二
重
の
喜
び
に
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
て
い
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
山
野
さ
ん
の
お
母
さ
ん
が
、
昨
年
同
施
設

に
入
ら
れ
た
の
が
縁
で
、
今
回
で
五
回
目
に
な
り
ま
す
。
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あ達者

カッフjl，
Jヽ.士．　心゛、
剽席

⑩

農
業
一

安塚二　山中箭

　
　
「
十
年
前
、
農
業
を
息
拾
に
譲
っ

た
が
、
そ
れ
ま
で
は
、
田
畑
を
一
日

一
回
は
腿
に
行
っ
た
」
そ
う
で
、
「
秋

の
収
穫
（
実
の
サ
は
気
持
ち
が
良

Ｉ
・
１
‘
―
ゝ
Ｉ
ヽ
―
ゝ
Ｉ
ヽ
Ｉ
ヽ
―
ゝ
Ｉ

か
っ
た
」
と
諮
る
行
占
さ
ん
〔
７
８
歳
〕

は
、
農
業
一
筋
に
生
き
て
き
ま
し
へ

今
は
趣
味
で
柚
木
や
0
:
花
を
作
っ
て

い
て
、
カ
ン
ピ
ョ
ウ
な
ど
の
忙
し
い

と
き
だ
け
手
伝
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

週
三
回
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
に
も
出
か

け
て
行
き
ま
す
。

　
妻
の
タ
マ
さ
ん
八
白
は
、
地
元
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j

の
小
野
崎
家
か
ら
嫁
が
れ
、
今
年
で

五
卜
三
年
目
に
な
り
ま
し
た
。
実
家

が
農
家
で
な
か
っ
た
の
で
、
「
毎
日

な
れ
な
い
農
作
業
で
大
変
た
っ
た
け

ど
、
主
人
が
ゃ
さ
し
く
し
て
く
れ
た

の
で
、
そ
の
う
ち
壮
語
が
お
も
し
ろ

く
な
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
五
人
の
お
拾
さ
ん
と
十
四
人
万
お

孫
さ
ん
に
恵
ま
れ
た
二
人
に
健
康
の

槌
け
っ
を
尋
ね
る
と
、
「
歩
く
こ
と
。

［
ｙ
く
寝
る
こ
と
。
早
く
起
き
る
こ
と
。

こ
れ
ご
健
康
に
一
番
だ
ね
］
と
い
う

倉
吉
さ
ん
は
、
好
き
・
嫌
い
な
く
何
で

も
食
べ
ま
す
。
酒
ち
ゃ
ら
な
い
し
、

犬
バ
コ
も
ト
年
前
に
貧
血
を
起
こ
し

て
か
ら
ゃ
め
、
今
、
健
康
の
た
め
養

命
酒
を
飲
ん
で
い
ま
す
。
タ
マ
さ
ん

は
、
「
昔
は
嫌
い
な
も
の
も
あ
っ
た

け
ど
、
今
は
な
く
な
っ
た
」
が
、
「
好

き
な
肉
・
は
体
に
悪
い
の
で
気
を
付
け

て
い
る
１
‐
そ
う
で
す
。

お
母
さ
ん
と
い
っ
し
よ
に

　
　
　
た
な
ば
た
ま
つ
り

　
町
児
童
館
で
は
、
七
月
一
日
、
一
足
早
い
七
夕
ま

つ
り
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
日
、
六
十
人
の
親
子
づ
れ
の
み
な
さ
ん
が
参

加
し
て
、
天
の
川
や
星
の
折
り
方
、
そ
し
て
、
貝
が

ら
つ
な
ぎ
な
ど
を
教
わ
り
な
が
ら
、
笹
の
葉
に
飾
り

付
け
を
し
て
い
ま
し
た
。

）

チピッ子アjl,ハム

小林　孝ちゃん（鹿島）野口大志ちゃん（国谷外道）

昭
和
六
十
二
年
十
二
月
一
日
生
ま
れ
（
一
歳
）

　
　
（
父
）
小
林
　
宏

　
　
＾
母
゛
　
″
悦
子
さ
ん
の
長
男

あ
佞
さ
ん
か
Ｓ
一
重

わ
ん
ぱ
く
で
も
い
い
か
ら
、

元
気
に
育
っ
て
ほ
し
い
。

昭
和
六
十
三
年
四
月
十
日
生
ま
れ
（
一
歳
）

　
　
（
父
）
野
ロ
ー
美

　
　
＾
母
゛
　
″
喜
美
子
さ
ん
の
長
男

あ
冊
さ
ん
か
Ｓ
一
言

-

で
っ
か
い
人
間
に
な
あ
れ
ク
‥
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ぼ
く
の
ゆ
め

壬
生
小
二
年
　
荒
川
　
主
税

　
ば
く
は
い
ま
、
金
曜
日
に
レ
ス
リ

ン
グ
を
な
ら
っ
て
い
る
。
れ
ん
し
ゅ

う
は
、
タ
ッ
ク
ル
や
ス
パ
ー
リ
ン
グ

が
あ
っ
て
と
て
も
き
び
し
い
け
れ
ど
、

ぼ
く
は
、
レ
ス
リ
ン
グ
が
大
す
き
だ

ほ
く
の
ゆ
め

ピ
ア
ニ
ス
ト
に
な
り
た
い

　
わ
た
し
の
ゆ
め
は
、
ピ
ア
ニ
ス
ト

に
な
る
こ
と
で
す
。
ピ
ア
ニ
ス
ト
に

な
っ
て
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
に
シ
ョ

づ
之
や
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
な
ど
の
名
曲

を
き
か
せ
て
あ
げ
た
い
の
で
す
。
そ

し
て
大
き
な
は
く
手
を
あ
び
て
み
た

J

か
ら
が
ん
ば
っ
て
い
る
。
し
あ
い
で

か
て
る
ぼ
う
ほ
う
も
教
え
て
も
ら
っ

て
い
る
。
た
く
さ
ん
し
あ
い
に
か
ろ

て
、
つ
よ
く
な
っ
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
出
た
い
な
。

　
ぼ
く
は
、
小
さ
い
け
れ
ど
、
お
と

な
に
な
っ
た
ら
、
レ
ス
リ
ン
ダ
で
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
て
み
た
い
。
そ
し

て
、
ゆ
う
し
ょ
う
し
た
ら
金
メ
ダ
ル

を
も
ら
う
ん
だ
。
う
ち
の
ド
ア
を
あ

け
る
と
、
金
メ
ダ
ル
や
ぎ
ん
メ
ダ
ル

ど
う
メ
ダ
ル
や
ト
ロ
フ
ィ
ー
が
た
く

さ
ん
か
ざ
っ
て
あ
る
。
そ
の
へ
や
で

ぼ
く
は
、
い
い
気
分
に
な
り
た
い
な

③
唐
‰
）
◎
西
）
⑤

い
で
す
。
今
、
わ
た
し
は
、
ピ
ア
ノ

も
、
今
で
は
読
め
る
よ
う
に
な
っ
て

ピ
ア
ノ
の
楽
し
さ
が
な
ん
と
な
く
わ

か
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
ま
だ

こ
れ
か
ら
も
つ
ら
い
こ
と
が
あ
る
か

も
し
れ
な
い
け
ど
、
が
ん
ば
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
多
く
の
人

々
に
す
か
れ
る
ピ
ア
ニ
ス
ト
に
な
り

た
い
の
で
す
。

短
　
　
歌

J

文
化
協
会

　
文
芸
部
選

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
　
寅
八

み
ち
の
く
の
故
郷
よ
り
は
る
ば
る
訪
ね
来
し

　
　
　
　
九
十
五
の
姉
に
呼
び
す
て
に
さ
る

那
須
高
原
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
よ
り
見
お
ろ
せ
ば

　
　
　
　
　
た
ん
ぽ
ぽ
ら
し
き
群
生
が
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
林
　
光
子

七
曲
り
の
坂
を
漸
く
の
ぼ
リ
来
て

　
　
　
　
　
　
天
守
閣
あ
と
の
芝
生
に
憩
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
下
　
町
雄

匹
の
花
輪
載
せ
し
車
が
は
し
り
過
ぐ

　
　
　
　
梅
雨
あ
け
て
ひ
か
り
眩
し
き
街
を

　
　
　
俳
　
　
句

老
犬
の
腹
式
呼
吸
大
大

新
井
　
ハ
ナ
　
　
ト
マ
ト
執
れ
ひ
び
割
れ
進
む
佐
用

　
　
　
　
　
　
　
若
者
の
去
り
し
故
里
桐
の
花

　
　
　
　
　
　
　
雪
渓
や
登
山
者
の
列
豆
ほ
ど
に

伊
沢

宇
井

佐
藤

秋
山

克
明

秋
汀

淑
子

セ
ン
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「
心
の
豊
か
さ
を
求
め
て
」

み
ぶ
文
化
教
室
を
開
催

　
　
「
心
の
豊
か
さ
を
求
め
て
」
を
テ
ー
マ
に
第
五
回
み
ぶ
文

化
教
室
が
、
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル
で
九
月
三
日
か
ら
三
回

に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
お
そ
ろ
い
で
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
］
第
一
回
　
九
月
三
日
（
日
）
　
午
後

子渥美雅
一

藤本義夫篠沢秀

★
聴
講
は
無
料
で
す
が
、
聴
講
券
が

　
必
要
で
す
。
聴
講
券
は
、
役
場
住

　
民
課
窓
□
、
稲
葉
出
張
所
、
南
犬

　
　
　
　
　
一
時
三
十
分
～
三
時
。

「
男
の
求
め
る
家
庭
・

　
　
　
女
の
求
め
る
家
庭
像
」

　
　
弁
護
士
・
婦
人
問
題
評
論
家

　
　
　
　
渥
　
笑
　
稚
　
子
　
先
生

［
］
第
二
回
　
九
月
十
七
日
（
日
）
　
午

　
　
　
　
　
後
一
時
三
十
分
～
三
時

「
ふ
る
さ
と
、
文
化
、
ふ
れ
あ
い
」

　
　
直
木
賞
作
家
・
1
1
Ｐ
Ｍ
司
会
者

　
　
　
　
藤
　
本
　
義
　
一
　
先
生

【
】
第
三
回
　
九
月
二
十
四
日
（
日
）
午

　
　
　
　
　
後
一
時
三
十
分
～
三
時

－
燃
え
る
心
－

　
　
「
少
年
期
と
学
校
生
活
」

　
　
　
学
習
院
大
学
文
学
部
教
授

　
　
　
　
篠
　
沢
　
秀
　
夫
　
先
生

飼
出
張
所
で
お
受
取
り
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
壬
生
中
央
公
民
館

　
　
　
　
　
四
八
二
－
○
一
〇
八

　
　
　
　
　
　
　
　
）

円
宗
寺
の
け
や
き

と
ち
ぎ
の
名
木
一
〇
〇
選
に

　
県
民
の
目
（
六
月
十
五
ロ
）
の
記

念
行
事
と
し
て
、
と
ち
ぎ
の
あ
れ
こ

れ
百
道
が
選
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
今

年
は
と
ち
ぎ
名
木
一
〇
〇
追
加
行
わ

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
壬
生
町
で
は

「
円
宗
寺
の
け
や
き
」
（
上
稲
葉
、
円

　
県
で
は
、
千
生
町
民
の
方
を
対
象

に
、
「
県
の
施
設
を
見
る
」
県
民
バ

ス
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

◆
実
施
日
　
八
月
三
ト
豆
本
）

◆
集
合
場
所
　
壬
生
町
役
場
（
本
庁

　
　
玄
関
前
）
、
午
前
八
時
半
出
発
、

　
　
午
後
四
時
帰
着
予
定
。

◆
対
象
者
　
町
内
在
住
の
方
。

◆
定
　
　
員
　
五
○
名
（
無
料
）

　
　
昼
食
・
筆
記
用
具
を
ご
特
参
く

宗
寺
所
有
）
が
名
本
と
し
て
選
定
を

受
け
ま
し
た
。

　
こ
の
本
は
、
地
際
で
南
北
二
本
の

休
が
く
っ
つ
い
た
も
の
で
、
推
定
樹

蛉
六
〇
〇
年
上
筒
さ
四
十
ｍ
、
太
さ

八
・
七
二
ｍ
。
遠
く
か
ら
見
る
と
圃

　
　
だ
さ
い
。

◆
見
学
場
所
　
①
日
産
自
動
車
㈱
栃

　
　
杢
工
場
（
Ｌ
三
川
町
）
②
井
頭

　
　
公
園
玉
岡
市
）
③
博
物
館
孚

　
　
都
営
巾
）

◆
申
込
み
先
　
町
役
場
企
画
財
政
課

　
　
《
電
話
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
〉

　
　
�
ハ
ニ
ー
一
二
三
四
内
壁
二
五

※
八
月
二
五
目
か
ら
受
付
し
ま
す
。

　
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
切
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
）

Ｆ
を
広
げ
た
よ
う
に
伸
び
、
堂
々
と

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
県
民
の
日
が
始
ま
っ
た
昭

和
六
‐
ド
ー
年
か
ら
今
ま
で
に
、
本
町

で
は
次
の
よ
う
に
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

景
勝
百
選
（
6
1
年
）
乗
客
の
桜

特
産
百
選
（
６
２
年
）
よ
く
べ
細
工

　
　
　
　
　
　
　
和
太
鼓

　
　
　
　
　
　
　
壬
生
の
お
も
ち
ゃ

ま
つ
几
自
選
（
卵
年
不
休
神
社
の
祭
り

　
　
　
　
　
　
　
言
ご
ギ
リ
祭
り

　
　
　
　
　
　
　
厄
除
節
分
祭

　
ご
寄
付

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

社
会
福
祉
協
議
会
寄
付
者

ｏ
全
一
七
、
六
三
三
円
中
島
　
貴
様
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